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年にイギリス人日本学者・外交官 Ernest Satow （1843-1929）による『外史』の 4 巻
の英訳が連載され，1873（明治 6）年にも，ロンドンのアジア研究学芸雑誌にわずか
1 ページぐらいではあるが，『外史』第 1 巻の英訳も出されたのである。その後も，
1875 年にスイス人学者 Francois Turrettini （1845-1908）による『外史』の部分的な








　さらに，1892 年に日本に 4 年滞在したアメリカの牧師 William Elliot Griffis （1843-
1928）は帰国後，山陽の『外史』を聖書と比べるほど高く評価しており，山陽の文
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